
グリーンな栽培体系への転換サポートの取り組みについて

福井県農林水産部園芸振興課
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福井県の紹介

人口：約75万人 面積：4190㎢

福井県立恐竜博物館

東尋坊

曹洞
曹洞宗大本山永平寺

恐竜博物館HPより

ふくいドットコムより

ふくいドットコムより



福井県の紹介



グリーンな栽培体系への転換サポート(以下、グリサポ)とは

・R3～の国庫事業で実施主体は農業者、JA、県等からなる協議会

・事業目的はグリーンな栽培マニュアルの作成→グリーンな栽培体系への転換を推進



福井県がグリサポに取り組む理由①

利用可能範囲

①

②

③

④

Ｒ３.３月～ 運用開始⑤

本県では、スマート農業を推進するため県全域をカバーするＧＰＳ固定基地局を全国に先駆けて整備

→グリサポの省力化に資する技術の実証を、スマート農業の推進の一環として取組む



福井県がグリサポに取り組む理由②

R３年５月に国が「みどりの食料システム戦略」を制定、同年７月にみどりの食料システム法を施行
→法に基づき福井県でも市町と共同してR５年３月に基本計画を作成

環境にやさしい取組を推進するため、グリサポで実証



R4グリサポ協議会一覧

協議会名 所在 品目

永平寺町有機農業推
進協議会

永平寺
町①

水稲

福井地区園芸タウン
推進協議会

福井市
②

キャベツ、ブロッコリー

福井地区園芸タウン
推進協議会

福井市
②

スイートコーン

奥越地区園芸タウン
推進協議会

大野市
③

サトイモ

坂井地区園芸タウン
推進協議会

坂井市
④

ナシ、ネギ、ニンジン

あわら坂井グリーン
農業普及拡大協議会

坂井市
④

水稲

あわら坂井グリーン
農業普及拡大協議会

坂井市
④

大麦

② ①

③

④



事例紹介① 坂井地区園芸タウン推進協議会

協議会名 所在 品目

坂井地区園芸タウン
推進協議会

坂井市
④

ナシ、ネギ、ニンジン

② ①

③

④



事例紹介① 坂井地区園芸タウン推進協議会
（品目：ナシ）

現状・課題 ・坂井地区は県内有数のナシの産地（R4年：43ha）であるが、除草や防除にか
かる負担が大きい

・ナシの難防除病害である黒星病は落葉が次年度の感染源となるため、落葉を
処理する必要があるが、省力的な方法が確立できていない

検討内容 期待される効果

①環境にやさしい栽培技術

・ロボット除草機による除草剤散布量の削減技術

・落葉収集機による黒星病防除回数の削減技術
（R5年度継続調査中）

・除草剤使用量が削減

・黒星病防除回数の削減（R5年度調査）

②省力化に資する技術

・ロボット除草機による省力化技術

・落葉収集機による軽作業化技術

・ロボット除草機利用により除草作業時間削減

・スイーパー利用により落葉処理時間削減



事例紹介① 坂井地区園芸タウン推進協議会
（品目：ナシ）

黒星病とは

・ナシの難防除病害で薬剤だけで抑えるのは困難

・落葉が次年度の主な感染源

落葉処理が重要



事例紹介① 坂井地区園芸タウン推進協議会
（品目：ナシ）

事業実施主体制

坂井地区園芸タウン推進協議会 技術支援等

事業に参加

協力依頼

福井県坂井農林総合事務所（事務局）
・検証に係る調整
・技術支援、実証圃調査
・交付金事務手続き、協議会運営
・技術マニュアル、産地戦略とりまとめ

福井県農業協同組合坂井営農経済センター
三里浜特産農業協同組合
・技術支援、実証圃調査
・技術内容周知支援

あわら市、坂井市
坂井北部丘陵地営農推進協議会
三里浜砂丘地営農推進協議会
・地域の理解促進

生産者
・実証圃の管理、運営
・検証データ収集
・検討会へのオブザーバー参加

肥料・農薬・農機メーカー
・資材、機器等の提供
・最新情報の提供 等

協力



事例紹介① 坂井地区園芸タウン推進協議会
（品目：ナシ）

①環境にやさしい栽培技術

②省力化に資する技術

ロボット除草機による除草剤散布量の削減・省力化技術

慣 行 試験区
草刈機＋除草剤 ロボット除草機＋除草剤

ロボット除草機の作業性、除草効果を検証

検討内容１



事例紹介① 坂井地区園芸タウン推進協議会
（品目：ナシ）

作業時間
（慣行）13時間/10a→（試験区）3時間/10a

１回当たりの除草剤の散布量
（慣行）30L/10a→（試験区）20L/10a
年間計4回の散布で120L/10a→80L/10aに削減

77％削減

33％削減

結 果

ロボット除草機で農薬散布量の削減および
省力的な除草が可能
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事例紹介① 坂井地区園芸タウン推進協議会
（品目：ナシ）

①環境にやさしい栽培技術

②省力化に資する技術

落葉収集機による黒星病防除回数の削減・軽作業化技術

慣 行（落葉処理） 試験区（落葉処理）

イメージ（株式会社マキタHPより）

ブロアー等で集めて、園外へ持ち出す

ブロアーや手作業 乗用草刈機で破砕

落葉収集機（スイーパー）で落葉収集

※黒星病の削減効果については令和５年度調査予定

落葉収集機（スイーパー）の作業性、防除効果を検証

検討内容２



事例紹介① 坂井地区園芸タウン推進協議会
（品目：ナシ）

作業時間：（慣行）４時間/10a→（試験区）3時間/10a

25％削減

※黒星病の削減効果については令和５年度調査予定

結 果

落葉収集機により、作業時間の削減（軽作業化）が可能
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事例紹介① 坂井地区園芸タウン推進協議会
（品目：ネギ）

現状・課題 ・坂井地区は水田園芸が盛んでネギの産地（R4年：38ha）でもあるが、数年前
からネギハモグリバエＢ系統が本県でも発生し、防除に力を入れているが、
防除回数が多く省力的な防除方法が確立できていない

検討内容 期待される効果

①環境にやさしい栽培技術

・黄色粘着板を使ったネギハモグリバエ発生予察

に基づく農薬散布技術

・発生前に計画的・予防的に行う防除作業か
ら予察に基づく防除により、適期に無駄のな
い農薬散布を行うことが可能

②省力化に資する技術

・ドローンを使った防除技術 ・病害虫発生時の迅速な防除作業と栽培規模

拡大が可能



事例紹介① 坂井地区園芸タウン推進協議会
（品目：ネギ）

ネギハモグリバエとは

・Ｈ28～ネギハモグリバエＢ系統の発生

・葉の食害増加により品質・収量の低下

・当地域の農薬使用回数(Ｒ4白ネギ防除ごよみより)

害虫：10回以上、病害：9回以上

なるべく防除回数は抑えつつ被害は最小限に



事例紹介① 坂井地区園芸タウン推進協議会
（品目：ネギ）

事業実施主体制

坂井地区園芸タウン推進協議会 技術支援等

事業に参加

協力依頼

福井県坂井農林総合事務所（事務局）
・検証に係る調整
・技術支援、実証圃調査
・交付金事務手続き、協議会運営
・技術マニュアル、産地戦略とりまとめ

福井県農業協同組合坂井営農経済センター
三里浜特産農業協同組合
・技術支援、実証圃調査
・技術内容周知支援

あわら市、坂井市
坂井北部丘陵地営農推進協議会
三里浜砂丘地営農推進協議会
・地域の理解促進

生産者
・実証圃の管理、運営
・検証データ収集
・検討会へのオブザーバー参加

肥料・農薬・農機メーカー
・資材、機器等の提供
・最新情報の提供 等

協力



事例紹介① 坂井地区園芸タウン推進協議会
（品目：ネギ）

①環境にやさしい栽培技術

②省力化に資する技術

黄色粘着板を使ったネギハモグリバエ発生予察に基づくドローンによる農薬散布技術

慣 行 試験区

既存の防除暦に基づいた農薬散布回数＋動力散布 発生予察に基づいた農薬散布回数＋ドローン

発生予察に基づいた農薬散布技術により農薬散布回数削減や
ドローンによる防除により省力化が可能か検証

検討内容



事例紹介① 坂井地区園芸タウン推進協議会
（品目：ネギ）

５月 ６月 ７月 ８月 ９月

発生時期
① ② ③ ④

誘引数176頭 56頭

結 果

発生の山が合計4回あり、
特に9月から成虫の発生と葉への被害が急増することがわかった

ネギハモグリバエの発生予察



５月 ６月 ７月 ８月 ９月

事例紹介① 坂井地区園芸タウン推進協議会
（品目：ネギ）

（２）発生予察に基づく減農薬体系の検証

慣行区
試験区

共通 慣行区のみ

農薬散布時間
3.3時間/ha→1.0時間/ha

70％削減

結 果

発生予察に基づく防除により防除回数の削減、ドローンによる
農薬散布により散布時間の削減も可能だが防除体系の見直しが必要

防除回数10回→8回

20％削減



事例紹介② 奥越地区園芸タウン推進協議会

協議会名 所在 品目

奥越地区園芸タウン
推進協議会

大野市
③

サトイモ

② ①

③

④



事例紹介② 奥越地区園芸タウン推進協議会
（品目：サトイモ）

現状・課題 ・奥越地区には、サトイモの産地（R4年：95ha）であるが、栽培における生育期間
中の農薬散布にかかる肉体的・経営的負担が大きい

・慣行栽培では子芋からでたズイキを生育期間中に刈り取る作業（子ズイキ刈り）を
行うことで製品の品質向上につながっている一方で、疫病被害の拡大を助長してし
まう

検討内容 期待される効果

①環境にやさしい栽培技術

・農業用ドローンを活用したサトイモ疫病の面的

一斉防除

・生分解マルチの使用

・疫病被害の拡大を抑えることにより防除回数

削減

・プラスチック製廃棄物の量を削減

②省力化に資する技術

・生分解性マルチと子ズイキ刈り省略栽培を組み
合わせた省力多収技術

・農業用ドローンによる防除

・作業の省力化

・防除にかかる作業時間と肉体的負担の削減



事例紹介② 奥越地区園芸タウン推進協議会
（品目：サトイモ）
サトイモ疫病とは

・葉とズイキに丸い病斑が生じ、ズイキが倒伏する

・病原菌は10℃から35℃で生育し、27℃～30℃で被害が急速に拡大する

・風や雨で広がり、まん延する

・被害発生圃場の種芋や残渣からも伝染する

予防的な防除が重要



事例紹介② 奥越地区園芸タウン推進協議会
（品目：サトイモ）

事業実施主体制

奥越地区園芸タウン推進協議会
サトイモ部会

福井県奥越農林総合事務所

・事業のコーディネート

・技術指導

ＪＡ福井県奥越基幹支店

・農業者との調整

・実証圃の管理

・技術指導

農業者（奥越地区）

・実証圃の管理

・技術の検証

石森電通システム株式会社
・ドローンによる面的一斉防除

株式会社上田五兵衛商店
・農業用無人車、ドローンによる防
除の実施

技術指導

データ提供

一斉防除の委託

防除の実施

防除作業委託

防除の実施



事例紹介② 奥越地区園芸タウン推進協議会
（品目：サトイモ）

①環境にやさしい栽培技術

農業用ドローンを活用したサトイモ疫病の面的一斉防除

・4集落のサトイモ作付け面積の94％（11.8ha）
の圃場を対象

・防除はすべて「農業用ドローン」を使用

：面的一斉防除実施圃場

・下表の２回防除を実施
表 面的一斉防除の内容

※ 展着剤は加用しなかった

面的一斉防除によるサトイモ疫病の防除効果を検証

検討内容１



事例紹介② 奥越地区園芸タウン推進協議会
（品目：サトイモ）

結 果

図 疫病推定被害面積率の推移
（日付は初発確認日）

・初発確認時期が例年より２週間程度遅くなった。

・発生後、８月中旬ごろまで面的一斉防除実施
集落を避けるように疫病被害が拡大した。

・面的一斉防除実施地区の疫病被害が広がるのが抑
えられた結果、奥越地区全体（95ha）の推定被害
面積率が、令和元年の疫病発生後最小となった。

面的一斉防除で省力的に効果的な防除が可能



事例紹介② 奥越地区園芸タウン推進協議会
（品目：サトイモ）

①環境にやさしい栽培技術

生分解マルチの使用

慣 行 試験区
プラスチック製廃棄物量

45kg/10a

マルチ処分費用
3000円/10a

収穫前マルチ剥ぎ時間
約6時間/10a

プラスチック製廃棄物量
0kg/10a

マルチ処分費用
0円/10a

収穫前マルチ剥ぎ時間
0時間/10a

生分解性マルチ栽培のサトイモの生育への影響を検証

検討内容２



事例紹介② 奥越地区園芸タウン推進協議会
（品目：サトイモ）

結 果

図 子ズイキの発生状況の違い

農ポリマルチ 生分解性マルチ

マルチで発生が
抑えられている

・生分解性マルチは農ポリマルチよ
りも子ズイキの発生量が増加。

・生分解性マルチは８月から穴があ
き始め、収穫時（１０月頃）には
半分以上が消失。そのため、土壌
水分が高く、収穫の作業性は農ポ
リマルチより悪化。

「子ズイキ刈り」の負担が増え、収穫の作業性が悪くなるも
のの、生分解性マルチのその他のメリットも大きい



事例紹介② 奥越地区園芸タウン推進協議会
（品目：サトイモ）

②省力化に資する技術

生分解性マルチと子ズイキ刈り省力栽培を組み合わせた省力多収技術

慣 行 試験区
生分解性マルチ＋子ズイキ刈り省略

葉齢が2～3葉期
になるまでに地
際から刈り取る

子ズイキの発生
が多く、刈る作

業が大変

農ポリマルチ＋子ズイキ刈り実施

「子ズイキ刈り」の有無が収量品質に与える影響を検証

検討内容３



事例紹介② 奥越地区園芸タウン推進協議会
（品目：サトイモ）

結果

図 生分解性マルチを使用した場合の
「子ズイキ刈り」の有無と収量
（グラフ内の数字は芋個数）

図 生分解性マルチを使用した場合の
「子ズイキ刈り」の有無と品質
（グラフ上の数字は秀品率）

・生分解性マルチを使用した
場合、通常よりも多く発生す
る子ズイキをあえて残すこと
により、葉面積が増加し、収
量が向上。

・特に、品質が高い孫芋の収
量が増加するため、全体の秀
品率は向上。

生分解性マルチの場合、「子ズイキ刈り」は不要

・子芋の品質が低下するが、
孫芋とひ孫芋だけでも従来通
りの収量を確保。



事例紹介② 奥越地区園芸タウン推進協議会
（品目：サトイモ）

②省力化に資する技術

農業用ドローン、農業用無人車による防除

慣 行 試験区

動力散布機による防除 農業用ドローン、農業用無人車による防除

ICT防除機器の作業性、防除効果を検証

検討内容４



事例紹介② 奥越地区園芸タウン推進協議会
（品目：サトイモ）

結 果

セット動噴 農業用ドローン

図 散布方法別の作業時間 図 葉裏の農薬付着状況

・農業用ドローンでは、
従来のセット動噴の１
５分の１の作業時間で
防除を行うことができ
た。

・農業用ドローンによる
散布での農薬付着状況
はセット動噴に比べて
付着量が少ないものの、
葉裏でもある程度農薬
が付着していた。

農業用ドローンを使用することにより、省力的な防除が可能
※令和４年度の試験圃場で疫病が発生しなかったため、防除効果の確認はできなかった。



まとめ

・福井県では、R４年度にグリサポにおいて５協議会7課題で実証

取組みの成果は県のホームページに栽培マニュアルとして掲載

農業・農作物 | 福井県ホームページ (fukui.lg.jp)

・県の農業の現状として、農薬や肥料等の資材の価格高騰および農業者の

高齢化や担い手不足等が課題

グリサポは県の農業の課題を解決することにも繋がるため、

今後も引き続き実証を続け、環境にやさしい技術やスマート農業の

導入を推進していく

https://www.pref.fukui.lg.jp/shigoto/agriculture/cat3102/index.html



